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海陽町議会だより　vol.70

歳 入
85億5022

万円

歳 出
80億6563

万円

義務的経費　
25億5562万円
義務的経費　
25億5562万円

投資的経費
10億4969万円

投資的経費
10億4969万円

その他経費
44億6032万円

その他経費
44億6032万円

人件費
11億567万円

人件費
11億567万円

扶助費
5億6178万円

扶助費
5億6178万円

公債費
8億8817万円

公債費
8億8817万円

普通建設事業費
10億2760万円
普通建設事業費
10億2760万円

災害復旧事業費
2209万円

物件費
15億2120万円

物件費
15億2120万円

補助費
14億1947万円

補助費
14億1947万円

積立金
5億685万円

積立金
5億685万円

繰出金
9億7975万円

繰出金
9億7975万円

諸収入
1億8878万円

　　繰越金
5億4921万円

使用料及び手数料
財産収入
繰入金
寄付金
3億5196万円

地方消費税交付金
1億9294万円

地方消費税交付金
1億9294万円

自主財源
18億5204万円

自主財源
18億5204万円

依存財源
66億9818万円

依存財源
66億9818万円

町税
7億3311万円

町税
7億3311万円

地方交付税
43億5032万円

地方交付税
43億5032万円

国・県支出金
13億5197万円
国・県支出金
13億5197万円

町債
6億2123万円

町債
6億2123万円

分担金及び負担金
2898万円

地方譲与税・利子割交付金
配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金・環境性能割交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

1億8172万円

地方譲与税・利子割交付金
配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金・環境性能割交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

1億8172万円

維持補修費
3305万円

商工費

3億8735万円
（4.80％）

商業・工業の振興
など。

農林水産業費

4億7186万円
（5.85％）

農業・林業・水産
業の振興など。

衛生費

7億2141万円
（8.94％）

保健衛生、ごみの清
掃、し尿処理など。

民生費

18億6500万円
（23.12％）

社会福祉や生活扶
助など。

総務費

11億4454万円
（14.19％）

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など。

議会費

6597万円
（0.82％）

議会の運営など。
歳出総額

80億6563万円

■■

（※金額はすべて千円以下を四捨五入しています。）

諸支出金

5億685万円
（6.28％）

寄付金、基金積み
立てなど。

公債費

8億8817万円
（11.01％）

償還（借金返済）
など。

災害復旧費

3758万円
（0.47％）

インフラ、ライフライ
ンなどの復旧。

教育費

6億6750万円
（8.28％）

教育・文化・スポー
ツ施設の充実など。

消防費

5億5151万円
（6.84％）

消防・水防・防災
対策など。

土木費

7億5790万円
（9.40％）

道路・橋の建設、
維持管理など。

81億円はどう使われたのか
物価高騰対策事業などに！

令和4年度
一般会計

130
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60
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40

30
Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3

億円

町の借金と貯金の推移

※積立金残高は基金残高合計から定額運用基金（奨学基金 2億円）を除いた額。
R4 年度

地方債残高（借金残高） 積立金残高（貯金残高）

決

算

認

定

の

内

訳

令和４年度一般会計、特別会計などの歳入歳出決算認定の議案が提出され、私たちが納めた税金や、国・
県からの補助金がどのように使われたかを慎重に審査した結果、すべて原案のとおり認定しました。

決算認定令和4年度 将来に向けた
財源を確保へ

令和４年度一般会計　歳入・歳出決算の内訳

目的別
歳出
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町の借金と貯金の推移

※積立金残高は基金残高合計から定額運用基金（奨学基金 2億円）を除いた額。
R4 年度

地方債残高（借金残高） 積立金残高（貯金残高）

当
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

85
億
５
０
２
２
万
円 

で
前
年
度
と
比
べ
て
３
億
２ 

７
７
７
万
円
の
減
少
。
科
目

別
で
、増
加
は
「
寄
附
金
」・「
諸

収
入
」・「
地
方
譲
与
税
」
等
。

減
少
は
「
国
庫
支
出
金
」・「
繰

越
金
」・「
地
方
交
付
税
」
等

で
あ
る
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
や
普
通

交
付
税
が
減
少
し
た
影
響
な

ど
に
よ
り
、
経
常
収
支
比
率
が

84・６
％
と
、
前
年
度
に
比
べ

４・３
ポ
イ
ン
ト
悪
化
と
な
っ 

て
い
る
。

　

次
年
度
以
降
も
普
通
交
付

税
の
減
少
は
免
れ
ら
れ
ず
、

海
南
病
院
、
㈱
漁
火
、
海
南

荘
な
ど
懸
案
事
項
も
山
積
し

て
お
り
、
人
口
の
減
少
、
高

齢
化
に
加
え
、
収
束
の
見
え

な
い
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
影
響
に
よ
る
物
価
高

騰
の
上
に
、
防
災
無
線
、
宍

喰
防
災
公
園
、
広
域
ご
み
処

理
施
設
な
ど
大
型
事
業
を
控

え
、
危
機
感
を
持
ち
一
層
の

財
政
基
盤
強
化
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

会計別決算状況 （単位：万円）
会　計　別 歳　入 歳　出 差　引

一般会計 85億5022 80億6563 4億8459
国民健康保険特別会計 14億6395 13億4756 1億1639
後期高齢者医療特別会計 2億 646 2億 23 623
介護保険特別会計 15億6951 15億5977 974
浅川公共下水道事業特別会計 6011 5162 849
海部公共下水道事業特別会計 7899 6711 1188
宍喰公共下水道事業特別会計 2億1508 2億 605 903
神野農業集落排水事業特別会計 1658 1162 496
川西農業集落排水事業特別会計 4487 3470 1017
日比原農業集落排水事業特別会計 1371 849 522
漁業集落排水事業特別会計 1817 1447 370
鉄道経営安定基金特別会計 3億3596 3億3596 0
宍喰診療所事業会計 9636 6907 2729

基金残高一覧表

普
通
会
計

　
　
　
　
　

財政調整基金 39億4809万円

減債基金 18億9724万円

特定施設振興整備基金 4億 97万円

鉄道経営安定基金 3億 203万円

地域福祉基金 2億7400万円

子どもあゆみ基金 10億5878万円

千年のいのちを守る
まちづくり基金 15億5991万円

その他基金 7億8862万円
その他の主な基金
・ふるさとづくり寄付基金 1億3611万円
・観光施設等基盤整備基金 2066万円
・温泉整備開発基金 4404万円
・森林･林業活性化基金 4350万円
・公共施設整備保全基金 5億 円

特
別
会
計

国民健康保険
財政調整基金 1億7695万円

国民健康保険宍喰診療所
財政調整基金 2億 92万円

その他基金 2億1555万円

定額運
用基金 奨学金基金 2億 円

合　　　　計 110億2306万円

決
算
認
定
　
一
般
会
計

監
査
意
見

子どもあゆみ基金
　少子化対策の施策の推進を図り、次代を担う子どもを安心して
産み育てられる環境整備に備えるための基金。



4

海陽町議会だより　vol.70

決
算
認
定
　
公
営
企
業

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
き
た
が
、
昨
年
度
と
比
較
し
事

業
収
益
は
３
２
１
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

要
因
は
、
給
水
件
数
の
減
少
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
動
力

費
や
人
件
費
な
ど
の
費
用
も
増
加
し
て
い
る
。
特
に
動
力
費
は
、

今
後
更
に
値
上
り
が
予
想
さ
れ
、
施
設
や
水
道
管
の
老
朽
化
は

進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
職
員
に
お
い
て
は
コ
ス
ト
削
減
の
意

識
を
常
に
念
頭
に
置
き
つ
つ
経
営
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

防
災
面
か
ら
見
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
備
え
た

水
道
管
の
耐
震
化
な
ど
更
な
る
施
策
が
必
要
で
あ
り
、
地
震
・

津
波
対
策
を
計
画

的
に
講
じ
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

将
来
的
に
給
水

人
口
が
減
少
す
る

中
、
地
震
・
津
波

対
策
を
行
う
に

は
、
今
後
更
に
財

政
の
健
全
化
が
必

要
と
さ
れ
、
水
道

事
業
運
営
が
適
正

か
つ
公
平
・
健
全

に
行
わ
れ
る
こ
と

を
望
む
。

令和４年度水道事業会計

事業収益	 １億 ９７２０万円	（△321万円	対前年）
事業費用	 １億	７０２２万円	（△509万円	対前年）
純利益	 	２６９８万円

漏
水
対
策
に
取
り
組
み

今
後
一
層
の
改
善
努
力
を
！

令和４年度海南病院事業会計 医
師
の
安
定
確
保
と

経
営
改
善
計
画
の
着
実
な
実
行
を
！

事業収益	 ５億	３０８４万円	（△ 526万円	対前年）
事業費用	 ５億	７４０５万円	（+1062万円	対前年）
純損失	 	４３２１万円

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
資
本
勘
定
繰
入
を
除
い
た
収

益
勘
定
繰
入
が
１
億
９
１
０
０
万
円
で
、
昨
年
度
よ
り
減

少
し
て
い
る
が
、
事
業
損
益
は
58
％
増
加
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
医
療
を
含
む
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
収
益

の
増
加
の
ほ
か
、
在
宅
医
療
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
事
が
う
か

が
わ
れ
る
が
、
経
費
の
削
減
等
に
つ
い
て
、
医
療
資
材
の
共
同
購

入
や
各
種
委
託
契
約
の
見
直
し
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
経
費
の
削
減
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

医
師
の
安
定
確
保
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
の
海
南
病
院
改

革
計
画
目
標
に
対

す
る
実
績
の
検
証

を
も
と
に
、
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
公
立
医

療
機
関
の
役
割･

使
命
を
改
め
て
意

識
し
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
信
頼
さ
れ
必

要
と
さ
れ
る
病
院

と
な
る
よ
う
改
め

て
期
待
す
る
。

第９回海南病院改革検討委員会（令和5年9月5日）

漏水調査
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議
案
審
議
の
ま
と
め

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
き
た
が
、
昨
年
度
と
比
較
し
事

業
収
益
は
３
２
１
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

要
因
は
、
給
水
件
数
の
減
少
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
動
力

費
や
人
件
費
な
ど
の
費
用
も
増
加
し
て
い
る
。
特
に
動
力
費
は
、

今
後
更
に
値
上
り
が
予
想
さ
れ
、
施
設
や
水
道
管
の
老
朽
化
は

進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
職
員
に
お
い
て
は
コ
ス
ト
削
減
の
意

識
を
常
に
念
頭
に
置
き
つ
つ
経
営
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

防
災
面
か
ら
見
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
備
え
た

水
道
管
の
耐
震
化
な
ど
更
な
る
施
策
が
必
要
で
あ
り
、
地
震
・

津
波
対
策
を
計
画

的
に
講
じ
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

将
来
的
に
給
水

人
口
が
減
少
す
る

中
、
地
震
・
津
波

対
策
を
行
う
に

は
、
今
後
更
に
財

政
の
健
全
化
が
必

要
と
さ
れ
、
水
道

事
業
運
営
が
適
正

か
つ
公
平
・
健
全

に
行
わ
れ
る
こ
と

を
望
む
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
資
本
勘
定
繰
入
を
除
い
た
収

益
勘
定
繰
入
が
１
億
９
１
０
０
万
円
で
、
昨
年
度
よ
り
減

少
し
て
い
る
が
、
事
業
損
益
は
58
％
増
加
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
医
療
を
含
む
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
収
益

の
増
加
の
ほ
か
、
在
宅
医
療
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
事
が
う
か

が
わ
れ
る
が
、
経
費
の
削
減
等
に
つ
い
て
、
医
療
資
材
の
共
同
購

入
や
各
種
委
託
契
約
の
見
直
し
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
経
費
の
削
減
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

医
師
の
安
定
確
保
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
の
海
南
病
院
改

革
計
画
目
標
に
対

す
る
実
績
の
検
証

を
も
と
に
、
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
公
立
医

療
機
関
の
役
割･

使
命
を
改
め
て
意

識
し
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
信
頼
さ
れ
必

要
と
さ
れ
る
病
院

と
な
る
よ
う
改
め

て
期
待
す
る
。

第
3
回
定
例
会

第
２
回
臨
時
会

　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
11
日
開
会
、
町
長
よ
り
14
議

案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
し
、

９
月
15
日
閉
会
し
た
。

　

第
２
回
臨
時
会
は
、
８
月
４
日
開
会
、
次
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
閉
会
し
た
。

■ 
議
案
の
審
議 

■

■ 

議
案
の
審
議 

■

承
認
関
係

・
決
算
認
定
に
つ
い
て（
Ｐ
２
・
３
・
４
参
照
）

・
令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

・
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

・
人
権
擁
護
委
員 

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

条
例
関
係

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

契
約
関
係

・
消
防
自
動
車（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
）購
入
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

２
０
６
６
万
円

　
　

契
約
相
手　

株
式
会
社
藤
島

・
奥
谷
ト
ン
ネ
ル
修
繕
工
事
に
係
る
相
互
関
連
工
事
受
託
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

随
意
契
約

　
　

契
約
金
額　

６
０
５
１
万
円

　
　

契
約
相
手　

牟
岐
町

・
給
食
配
送
車
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

８
０
５
万
円

　
　

契
約
相
手　

谷
﨑
自
動
車
整
備
工
場

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）  

３
億
２
９
０
０
万
円
⬅

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

２
０
４
４
万
円
⬅

・
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）（
財
源
更
正
）

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
益
的
収
支 

14
万
円
⬅

・
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
益
的
収
支 

１
６
６
万
円
⬅

意
見
書

「
議
員
提
案
の
意
見
書
」

・
Ｊ
Ｒ
四
国「
牟
岐
線
」の
維
持
・
存
続
を
求
め
る
意
見
書（
Ｐ
12
参
照
）

歳　入 ９月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億3,671万9千円 8.2
地 方 譲 与 税 0 1億3,850万円 1.8
利 子 割 交 付 金 0 30万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 670万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 390万円 0.1
法人事業税交付金 0 1,340万円 0.2
地方消費税交付金 0 1億6,570万円 2.1
環境性能割交付金 0 390万円 0.1
地方特例交付金 0 130万円 0.0
地 方 交 付 税 0 37億4,415万8千円 48.1
交通安全対策特別交付金 0 50万円 0.0
分 担 金・ 負 担 金 157万5千円 5,158万1千円 0.7
使 用 料・ 手 数 料 0 8,086万6千円 1.0
国 庫 支 出 金 8,758万7千円 5億7,742万1千円 7.4
県 支 出 金 3,097万2千円 4億9,184万9千円 6.3
財 産 収 入 0 6,491万6千円 0.8
寄 附 金 0 70万円 0.0
繰 入 金 4,440万9千円 10億865万2千円 12.9
繰 越 金 △72万2千円 6,606万7千円 0.8
諸 収 入 2,487万7千円 8,376万3千円 1.1
町 債 1億4,030万5千円 6億4,930万5千円 8.3
合 計 3億2,900万3千円 77億9,019万7千円 100.0

9月補正予算後の
歳入歳出予算

歳　出 ９月補正 補正後 構成比率
議 会 費 6万円 6,979万7千円 0.9
総 務 費 2,269万2千円 10億5,835万8千円 13.6
民 生 費 778万4千円 18億6,293万2千円 23.9
衛 生 費 595万9千円 8億4,459万円 10.9
農 林 水 産 業 費 7,374万9千円 6億275万4千円 7.7
商 工 費 3,802万5千円 4億509万円 5.2
土 木 費 8,889万円 8億2,848万1千円 10.6
消 防 費 1,760万円 4億6,498万円 6.0
教 育 費 5,924万4千円 8億8,205万5千円 11.3
災 害 復 旧 費 1,500万円 3,895万円 0.5
公 債 費 0 7億1,582万円 9.2
諸 支 出 金 0 245万円 0.0
予 備 費 0 1,394万円 0.2
合 計 3億2,900万3千円 77億9,019万7千円 100.0

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

住
所 

吉
田
字
西
沢

  

田 

村  

航 

也 

氏

人権擁護委員候補者

　任期満了に伴う候補者の推薦（再任）
を適任と認めました。
※ 任期は令和６年１月１日から３年間
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る
さ
と
納
税
に
よ
る
歳
入
確

保
に
努
め
て
い
く
。

委
員
の
問　

庁
舎
方
式
な
ど

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
住

民
に
提
示
し
、
意
見
を
求
め

て
は
。

答　

合
併
か
ら
の
積
み
残
し

の
課
題
解
消
に
努
め
て
い
く
。

委
員
の
意
見　

地
籍
調
査
の

進
捗
率
が
県
内
で
最
も
低

い
。
森
林
明
確
化
事
業
も
含

め
た
数
値
を
出
せ
な
い
か
。

委
員
の
意
見　

公
共
施
設
の

電
気
代
の
削
減
対
策
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
数
値
を
用
い

て
取
り
組
む
よ
う
に
。

委
員
の
問　

海
南
・
海
部
地

区
の
水
道
施
設
を
統
合
し
、

維
持
管
理
費
削
減
を
行
う
べ

き
で
は
。

答　

災
害
時
の
リ
ス
ク
回
避

の
対
応
も
含
め
て
検
討
す
る
。

　

９
月
12
日
開
会
。
当
委
員

会
が
所
管
す
る
提
出
議
案
に

つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

◯　

令
和
４
年
度
の
一
般
会

計
の
歳
入
決
算
額
は
85
億
５ 

０
２
２
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
80
億
６
５
６
３
万
円
、
経

常
収
支
比
率
は
84・６
％
、
健

全
化
判
断
比
率
、
公
営
企
業

に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
は
、

健
全
な
水
準
。

　
　
　
　
　

今
後
、
交
付
税

の
減
額
も
予
想
さ
れ
、
義
務

的
経
費
の
削
減
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

答　

国
の
動
向
を
注
視
し
、

見
極
め
て
い
く
。
ま
た
、
ふ

委

員

長

報

告

拡幅予定の町道四方原五反田線

その他主な事業は、左のページに特集しています。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

叶
岡　
　

徹

　

海
陽
町
議
会
で
は
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
の
２

常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
か
ら
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
活
発
に
審
議
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
か
ら
要
旨
を
抜
粋
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○　

令
和
４
年
度
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

処
分
に
つ
い
て

　

２
０
０
０
万
円
の
建
設
改

良
積
立
金
を
積
み
立
て
る
。

○　

ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

施
設
の
利
用
時
間
や
利
用

料
の
改
定
。

◯　

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億

２
９
０
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
77
億
９
０
２
０
万
円

と
す
る
。

　

継
続
費
で
は
、
防
災
行
政

無
線
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

に
、
令
和
７
年
度
ま
で
で
、

総
額
９
億
４
３
０
０
万
円
の

設
定
。

歳
入
予
算

　

国
庫
支
出
金
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
２
５
０
０

万
円
は
、
宍
喰
地
区
防
災
公

園
整
備
事
業
に
よ
る
も
の
。

　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

２
０
０
０
万
円
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
物
価
高
騰
生
活
応
援
商
品

券
事
業
か
ら
、
交
付
決
定
を

受
け
た
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
へ
の
臨
時
交
付
金
を
差
し

引
い
た
額
を
繰
り
入
れ
、
今

後
、
新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付

金
の
追
加
交
付
決
定
後
、
財

源
振
替
を
行
う
。

歳
出
予
算

総
務
費

・
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補

助
金 

［
50
万
円
］

・
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
費

 

［
１
８
０
２
万
円
］

商
工
費

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
参
加
型
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
業
務
委
託

料 

［
減
額
３
９
０
０
万
円
］

　

観
光
庁
補
助
事
業
不
採
択

の
た
め

土
木
費

・
町
道
３
路
線
の
浸
水
対
策

検
討
調
査
費 

［
７
５
０
万
円
］

・
町
道
四
方
原
五
反
田
線
な

ど
の
詳
細
設
計
業
務

 

［
１
７
７
０
万
円
］

消
防
費

・
宍
喰
あ
た
ご
神
社
避
難
路

整
備
工
事 

［
４
４
０
万
円
］

承
認
関
係

条
例
関
係

予
算
関
係

決
算
認
定

委
員
の
意
見

委
員
の
意
見

　
　
　
　
　

国
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
事
業
が
不
採
択
と
な
っ

た
が
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

四
国
の
右
下
観
光
局
と

連
携
し
て
、
海
外
客
の
誘
致

事
業
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　

防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
改
修
工
事
の
業
者

選
定
の
方
法
は
。

　
　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

の
業
者
選
定
を
行
う
。

　
　
　
　
　

漁
火
の
総
支
配

人
の
退
職
後
の
対
応
は
。

　
　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
民
間
業
者

か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
、
今

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

答

答 答

答

後
の
方
針
を
検
討
す
る
。

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
と
は

　
事
業
化
検
討
段
階
に
お
い
て
、

民
間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見
や

提
案
を
求
め
る
市
場
調
査
。

○　

特
別
会
計
補
正
予
算

宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　

国
庫
補
助
金
減
額
に
伴
う

財
源
振
替
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

職
員
手
当
の
増
額
と
委
託

料
の
減
額
補
正
。

答委
員
の
問

答
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主

な

事

業
林業後継者の育成のために 建て替えのための支援

林 業担い手の受入体制を整えることを目的
に、林業に従事する人向けの住宅を１棟

（２世帯分）建設します。
老 朽化した鞆浦漁協事務所を建て替えるた

め、建築費の一部を補助します。

6688万円

林業従事者用住宅建築
工事

鞆浦漁協事務所新築
補助金2300万円 845万円

生活支援のために
物価高騰生活応援商品券事業

電 気・ガス・食料品等の物価
高騰を応援するため、１

人７０００円の商品券を配布し
ます。

（使用期間は令和５年１１月２０
日～令和６年１月３１日まで）

差し替え分

工事予定範囲

地域の安全安心のために
宍喰地区
防災公園
整備事業

森林環境譲与税活用事業

5200万円
令 和４年度に工事用道路

が完成したため、引き
続いて防災公園の本体造成工
事を行います。防災公園現況

生活応援商品券の見本
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◯　

特
別
会
計
補
正
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計

・
前
年
度
精
算
に
伴
う
国
県

支
出
金
等
へ
の
返
還
金

 

［
２
０
４
４
万
円
］

海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

・
病
院
祭
り
事
業
費

 

［
１
６
６
万
円
］

が
、
全
体
の
経
営
的
に
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
人
口
減
、
患

者
数
減
を
考
え
た
時
、
根
本

的
な
見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
の
改

善
も
求
め
る
。

※
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
と
は

　

医
療
管
理
が
必
要
な
方
が

在
宅
で
療
養
さ
れ
て
お
り
、

家
族
等
の
諸
事
情
、
ま
た
は
、

身
体
的
・
精
神
的
な
疲
労
に

よ
り
一
時
的
な
休
息
を
と
る

場
合
に
利
用
で
き
る
。
在
宅

医
療
を
支
え
る
た
め
の
入
院
。

◯　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
改
正

　

法
令
の
改
正
に
よ
り
、
大

臣
名
を
「
厚
生
労
働
大
臣
」

か
ら
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に

改
め
る
。

◯　

病
院
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

を
脳
神
経
外
科
に
改
正
。

◯　

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

町
営
住
宅
使
用
料
未
納
額

い
る
。
２
割
ぐ
ら
い
は
、
東

洋
町
か
ら
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、歳
入
２
億
６
４
６
万
円
、

歳
出
２
億
23
万
円
。

　
　
　
　
　

年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
は
可
能
か
。

　
　

可
能
で
あ
る
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
歳

入
15
億
６
９
５
１
万
円
、
歳
出

15
億
５
９
７
7
万
円
、
基
金
残

高
は
、
１
億
５
８
５
１
万
円
。

・
海
南
病
院
事
業
会
計
は
、

収
益
総
額
５
億
３
０
８
４
万

円
、
費
用
総
額
５
億
７
４
０ 

５
万
円
、
純
損
失
は
、
４
３ 

２
１
万
円
。
入
院
患
者
が
前

年
度
比
４
３
４
人
減
、
外
来

患
者
７
２
５
人
減
、
病
床
利

用
率
は
42・３
％
。

　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
で

ど
う
い
う
意
見
が
あ
っ
た
の

か
。

　
　

医
師
確
保
に
努
め
る
こ

と
、
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
を
増

や
し
て
ほ
し
い
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

多
少
収
入
が

上
が
っ
て
い
る
の
は
評
価
す
る

　

９
月
11
日
開
会
。
当
委
員

会
が
所
管
す
る
提
出
議
案
に

つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

◯　

令
和
４
年
度
の
当
委
員

会
所
管
の
決
算
報
告
を
受
け

た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

事
業
勘
定（
海
南
病
院
）は
、

歳
入
14
億
６
３
９
５
万
円
、

歳
出
13
億
４
７
５
６
万
円
。

　
　
　
　
　

総
務
費
の
増
額

理
由
は
。

　
　

人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
増
。

・
施
設
勘
定
（
宍
喰
診
療
所
）

は
、
歳
入
９
６
３
６
万
円
、
歳

出
６
９
０
７
万
円
、
延
べ
患
者

数
８
８
７
６
人
、基
金
残
高
は
、

２
億
92
万
円
。

　
　
　
　
　

基
金
は
毎
年
積

ん
で
い
る
の
か
。
町
外
か
ら

の
患
者
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

利
息
分
を
積
み
立
て
て

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

等
に
係
る
債
権
の
放
棄
。

◯　

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億 

２
９
０
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
77
億
９
０
２
０
万
円

と
す
る
。

総
務
費

・
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
委

託
料 

［
１
８
５
万
円
］

民
生
費

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
補
助

金 

［
60
万
円
］

衛
生
費

・
施
設
修
繕
工
事
請
負
費　

 

［
３
８
５
万
円
］

教
育
費

・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
事
業
推

進
サ
ポ
ー
ト
委
託
料　
　
　

 

［
４
２
０
万
円
］

・
子
ど
も
あ
ゆ
み
学
校
給
食

費
補
助
金 

［
86
万
円
］

・
施
設
改
修
工
事
請
負
費　

 

［
２
５
６
４
万
円
］

　

宍
喰
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

工
事
２
３
１
４
万
円
、
３
小

学
校
体
育
館
照
明
器
具
改
修

工
事
の
補
正
２
５
０
万
円
。

・
施
設
改
修
工
事
請
負
費

 

［
２
５
０
万
円
］

　

２
中
学
校
体
育
館
照
明
器

具
改
修
工
事
の
補
正
。

　
　
　
　
　

学
校
の
ト
イ
レ

洋
式
化
は
、
今
後
も
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　

今
年
度
末
に
策
定
す
る

学
校
の
あ
り
方
基
本
計
画
を

踏
ま
え
た
上
で
設
定
し
、
進

め
て
い
く
。

委
員
長　

富
田　
　

寛

海南病院全景

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

答答

答

答

答

委

員

長

報

告

条
例
関
係

決
算
認
定

承
認
関
係

予
算
関
係

委
員
の
意
見

その他主な事業は、左のページに特集しています。
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主

な

事

業

地域共同作業所での様子

障害者地域共同作業所
施設改修事業補助金

集落の憩いの場として

地 域共同作業所「虹」に、利用者等が安全に活動
を継続できるよう、敷地内の危険家屋の解体と

活動スペース確保のため、差し掛け屋根の整備に補助
します。

453万円

2440万円

安全な作業ができるように

快適に使用するために

和 式トイレを洋式（１３基）に改修します。
廊下と段差のない、児童にやさしいクリーン

で快適なトイレにします。

宍喰小学校
洋式トイレ改修事業 2424万円

村山集会所新築工事事業

高 齢化が進む地域にとって、コミュニ
ティーの場として重要な拠点である

集会所を整備します。
　木造平屋建て・床面積５８・２１㎡（１７・
６坪）で１５畳の和室を備えています。

工事費� 2300万円
監理委託料� 140万円

工事費� 2314万円
監理委託料� 110万円

集会所完成予想図（側面）
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議

会

の

う

ご

き

集落活動センター「なぎ」の視察意見交換会

広報研修を受講

６
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

７
日　

議
会
全
員
協
議
会

10
日　

南
部
地
区
四
国
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

総
会
（
阿
南
市
）

14
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

14
日　

一
般
国
道
55
号
・
阿
南
安
芸
自
動
車
道
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
総
会
（
田
野
町
）

16
日　

無
火
災
祈
願
式

24
日　

阿
佐
東
線
連
絡
協
議
会
総
会

26
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南

　
　
　

部
連
盟　

四
国
地
方
整
備
局
要
望
（
香
川
県
）

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

１
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部
連
盟

国
土
交
通
省
等
要
望
（
東
京
都
）

２
日　

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
徳
島
市
）

４
日　

第
２
回
臨
時
会
・
議
会
全
員
協
議
会

30
日　

海
陽
町
・
東
洋
町
議
会
意
見
交
換
会
（
東
洋
町
）

４
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

７
日　

旧
海
部
病
院
の
活
用
に
つ
い
て
県
知
事
要
望
（
徳
島
市
）

11
日　

第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

14
日　

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）　

15
日　

第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

15
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　

17
日　

海
陽
町
敬
老
会

21
日　

旧
海
部
病
院
視
察

26
日　

町
村
議
会
広
報
研
修
会
（
東
京
都
）

28
日　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
（
琴
平
町
）

議
会
の
う
ご
き
７
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で

9
　
月

8
　
月

7
　
月

町 村 議 会 広 報 研 修 会

海陽町・東洋町議会意見交換会

　東洋町集落活動センター「なぎ」の取り組みについて意見交換会、視察を行いました。

東洋町にて（令和 5 年 8 月 30 日）

日経ホールにて（令和 5 年 9 月 26 日）
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徳島県知事への要望

旧海部病院の視察（9 月 21 日）

議

会

の

う

ご

き

旧海部病院の活用についての要望

　旧海部病院を海部高校の寮に活用するための要望を、徳島県知事へ行いました。

　海部野根道路の整備促進と牟岐～海部間の早期事業化など、要望を行いました。

要　望　書　（要旨抜粋）

　現在検討が進められております
当施設の今後の活用方策に関しま
しては、少子高齢化が他地域より
著しく進行している海部郡におい
て、今後の海部高校の存続及びさ
らなる発展、並びに牟岐町はじめ
海部郡のにぎわい創出を図る観点
から、地元も一丸となって寮生を
サポートいたしますので、是非、
海部高校生の寮としていただきま
すよう、強く要望いたします。

※（出席者：８名）
　美波町長、議会議長
　牟岐町長、議会議長
　海陽町長、議会議長
　徳島県議会議員（重清、平山）

（令和 5 年 9 月 7 日）

国会議員への要望 財務省への要望

四国８の字ネットワークについての要望 （令和 5 年 8 月 1 日）
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議

会

の

う

ご

き

ＪＲ四国「牟岐線」の維持・存続を求める意見書

　９月定例会で審議の結果、全会一致で可決し、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
国土交通大臣、衆・参議院議長に提出しました。

（要旨抜粋）

　徳島県の東南部を結ぶ「牟岐線」は、通学や通勤、買い物などの大切な移動手
段として地域住民の生活を支える極めて重要な役割を担っている。
　しかし、ＪＲ四国では、厳しい経営環境が続いているため、乗客数が減少し営
業収益が見込めない「牟岐線」の一部区間（阿南～阿波海南）について、国土交
通大臣が設置する「再構築協議会」での議論を始めたいとの考えを示すなど、路
線の存続が危ぶまれる動きが加速している。
　本来、地方鉄道の維持やあり方については、国の責務として四国の鉄道ネット
ワークをどう維持していくのか、全体の考え方や方針を整理する必要がある。
　よって、国におかれては、地方鉄道の維持・存続に向け、次の事項について措
置を講じるよう強く要望する。

記

１　ＪＲ四国の路線維持に向け経営基盤の安定化のため、予算・税制面において
最大限の支援を行うこと。

２　沿線の地方自治体が行う、地方鉄道の利用促進のための取り組みに対する支援
を行うこと。

３　鉄道事業者の届出により事業廃止ができる現行の鉄道事業法について、地域に
おける鉄道の利用促進の取り組みや鉄道の廃止に伴う影響を国が評価するなど、
安易に廃止されることのないよう国、地方自治体が関与できる見直しを行うこと。

４　地方鉄道の維持やあり方については、輸送密度や営業収益等の経済効率性に
拘った存廃の議論とならないよう国が主体的に関与する制度を構築すること。

５　地方鉄道の維持等を議論する場合、利用が少ない路線を対象に地域公共交通
ネットワークのあり方だけにとどまらず、国において今後の鉄道ネットワーク
全体の方向性を示すこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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13

行

政

報

告

　

私
の
選
挙
公
約
で
も
あ
る

30
年
後
の
海
陽
町
を
想
像

し
、
共
通
理
解
を
持
っ
て
10

年
後
、
５
年
後
、
そ
し
て
今

何
を
す
べ
き
か
を
み
ん
な
で

考
え
て
い
く
と
い
う
「
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
の
考

え
を
職
員
に
も
浸
透
さ
せ
る

た
め
、
具
体
的
な
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
職
員
み
ん
な
で

作
る
。
そ
れ
を
基
に
し
っ
か

り
と
し
た
目
標
を
決
め
共
有

す
る
こ
と
で
、
職
員
の
力
を

最
大
限
に
引
き
出
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
そ
し
て
最
小
限

の
費
用
で
最
大
の
効
果
が
生

め
る
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
中

で
庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て

「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」

の
考
え

の
検
討
を
す
る
。
ま
ず
は
分

庁
舎
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
小
さ
く

す
る
対
策
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

の
推
進
と
庁
舎
間
オ
ン
ラ
イ

ン
窓
口
利
用
の
増
加
、
さ
ら

に
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た

住
民
票
申
請
の
研
究
を
行
う
。

並
行
し
て
ハ
ー
ド
面
も
、
海

南
庁
舎
、
宍
喰
庁
舎
の
構
造

体
老
朽
度
調
査
を
11
月
末
ま

で
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
今
後
の
方
針
を
策
定

し
て
い
く
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
次
の
世
代
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
未
来
の

見
え
る
町
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
き
た
い
。

　

海
部
野
根
道
路
の
整
備
促

進
と
牟
岐
～
海
部
間
の
早
期

事
業
化
に
向
け
、
各
方
面
へ

町
長
　
三
浦
　
茂
貴

要
望
を
行
っ
た
。

　

近
年
、
頻
発
化
す
る
豪
雨

に
よ
り
、
国
道
や
町
道
が
冠

水
し
、
緊
急
車
両
な
ど
の
走

行
も
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
相

次
い
で
い
る
。
迂
回
路
と
な

り
え
る
浅
川
川
東
線
、
五
反

田
宮
ノ
後
線
、
杉
谷
大
縄
線

の
町
道
３
路
線
に
つ
い
て
調

査
を
し
、
町
で
で
き
る
こ
と

を
模
索
し
て
い
く
。

　
９
月
に
阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
医
師
を
招
き
、
住
民
公

開
講
座
を
開
催
し
た
。
ま
た
、

８
月
か
ら
は
内
科
医
師
１
名

を
週
１
回
海
南
病
院
へ
期
間

限
定
で
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
連
携
し
て
医
師
、
看

護
師
の
求
人
広
告
を
掲
載
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
11
月
19
日

に
は
、
海
南
病
院
祭
り
を
開

催
す
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
方
面
か
ら
海
南
病
院
を
盛

り
立
て
て
い
き
、
町
民
に
必

要
と
さ
れ
る
病
院
と
し
て
改

革
し
て
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、令
和
５

要
も
見
通
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
の
大

阪
・
関
西
万
博
を
好
機
と
捉

え
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
す
る
取
り
組
み
を
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

　

10
月
２
日
よ
り
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
る
病
児
・

病
後
児
預
か
り
を
海
部
公
民

住
み
よ
い
町
の
実
現

館
２
階
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
の
成
果
と
し
て
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、

海
陽
町
の
中
学
３
年
生
は
英

語
３
技
能
で
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。

　

一
人
一
人
が
異
文
化
を
理

解
し
、
主
体
的
に
物
事
を
考

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で

活
躍
し
て
い
け
る
力
を
育
ん

で
い
く
。

年
度
４
月
か
ら
８
月
の
5
カ

月
間
で
１
３
3
５
件
、
３
０
８ 

７
万
２
千
円
の
寄
付
が
あ
っ

た
。
前
年
度
同
時
期
に
比
べ

て
件
数
で
６
０
０
件
、
寄
付

額
で
１
０
１
５
万
３
千
円
増

加
し
た
。

　

海
部
郡
３
町
の
町
長
、
議

長
、
県
議
と
共
に
旧
海
部
病

院
施
設
の
海
部
高
校
寮
へ
の

活
用
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ

た
。
定
員
割
れ
を
さ
せ
な
い

た
め
に
も
今
後
の
寮
の
増
設

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
知

事
か
ら
は
「
要
望
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
検
討
し
て
い

く
」
と
い
う
前
向
き
な
答
弁

を
い
た
だ
い
た
。

　

８
月
30
日
に
高
知
県
奈
半

利
町
ま
で
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
特
別
限

定
運
行
を
行
っ
た
。
上
下
便

と
も
満
車
で
、
終
点
の
奈
半

利
駅
で
も
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が

地
元
住
民
や
鉄
道
フ
ァ
ン
も

参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
今
後
は
台
湾
か
ら
の
ツ

ア
ー
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

本
格
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

は
ぐ
く
む
ま
ち
の
実
現

に
ぎ
わ
う
ま
ち
の
実
現

ＤＭＶ奈半利特別限定運行出発式での三浦町長
（令和5年8月30日）
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議

案

審

議

令
和
５
年
度

 

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
原
議
員 

　

非
課
税
世
帯
へ
の
３
万
円
の
給

付
状
況
は
。

 

北
村
長
寿
福
祉
人
権
課
長 

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
対
す
る
臨
時
交
付

金
で
、
専
決
で
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
８
月
末
現

在
で
、
93
・
２
％
に
給
付
済
み
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

�

〔
４
２
５
０
万
円
〕

３
．

Ｑ
２
．

Ｑ

　
宍
喰
小
学
校
ト
イ
レ

改
修
工
事
請
負
費

〔
2
３
１
４
万
円
〕

1
．

Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
長
江
議
員 

　

現
在
の
小
・
中
学
校
の
ト

イ
レ
改
修
率
は
。ま
た
、何
％

ぐ
ら
い
の
改
修
率
を
目
標
に

し
て
い
る
の
か
。

 

森
﨑
教
育
政
策
課
長 

　

宍
喰
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
後
、
小
中
学

校
全
体
の
洋
式
化
率
は
35
・
７
％
と
な
る
。

ま
た
、
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
末

に
策
定
す
る
学
校
の
あ
り
方
基
本
計
画
を

踏
ま
え
た
上
で
、
設
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
富
田
議
員 

　

単
年
度
だ
け
の
事
業

か
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
補
助
は
、
小
・
中

学
校
に
も
あ
る
の
か
。

 

黒
木
建
設
防
災
課
長 

　

県
が
事
業
主
体
で
補
助
制
度
を
設
け

て
い
る
た
め
、
単
年
度
事
業
。
来
年
度

以
降
は
、
町
の
補
助
も
含
め
て
考
え
て

い
く
。

 

森
﨑
教
育
政
策
課
長 

　

小
学
校
は
４
キ
ロ
以
上
、
中
学
校
は

６
キ
ロ
以
上
の
自
転
車
通
学
の
児
童･

生
徒
に
補
助
し
て
お
り
、
現
在
は
、
利

用
者
は
な
い
。

４
．

Ｑ　
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
補
助
金

�

〔
50
万
円
〕

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
議
員 

　

場
所
は
、
国
道
55
号
の
ど
の
辺

り
か
。
ま
た
、
２
件
の
建
物
に
人

は
住
ん
で
い
る
の
か
。

 

黒
木
建
設
防
災
課
長 

　

奥
浦
で
１
件
、
浅
川
で
１
件
で
あ
る
。
２
件
と
も

居
住
者
は
い
な
い
。

　
民
間
建
築
物
耐
震
化
支
援

事
業
補
助
金�

〔
４
３
５
万
円
〕



15

海陽町議会だより　vol.70

議

案

審

議

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
髙
畠
議
員 

　

測
量
設
計
は
、
町
道
だ

け
か
。
場
所
は
ど
こ
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
国
道
55

号
の
浸
水
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

 

黒
木
建
設
防
災
課
長 

　

国
と
県
の
浸
水
対
策
と
は
別
に
、
国
道

の
迂
回
路
と
な
る
町
道
３
路
線
で
、
浅
川

川
東
線
・
五
反
田
宮
ノ
後
線
・
杉
谷
大
縄
線
。

　

国
道
55
号
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
に
要

望
活
動
を
行
い
、
い
ろ
ん
な
協
議
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
状
況
。

　
　
　
　
　
　
　
叶
岡
議
員 

　

脳
神
経
外
科
の
医
師

の
数
は
。
Ｃ
Ｔ
と
か
診

察
の
医
療
機
器
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
購
入
の
予
定
は
。

 

川
野
海
南
病
院
事
務
長 

　

現
在
１
名
。
Ｃ
Ｔ
は
あ
る
が
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
は
な
い
。
購
入
に
つ
い
て
は
、
高
額

で
も
あ
る
の
で
、
使
用
頻
度
な
ど
総
合

的
に
考
慮
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
木
内
議
員 

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

は
そ
の
ま
ま
か
。
ま
た
、
何

科
が
残
る
の
か
。

 

川
野
海
南
病
院
事
務
長 

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
廃
止
し
て
脳
神

経
外
科
を
設
置
す
る
。
内
科
・
整
形
外
科
・
外

科
・
脳
神
経
外
科
の
４
科
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
戸
田
議
員 

　

廃
止
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
扱
い
は
、
今
後
、

ど
う
な
る
の
か
。

 

川
野
海
南
病
院
事
務
長 

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
整
形
外
科
医
の
指
示
に

よ
っ
て
行
っ
て
い
く
。

　
浸
水
対
策測量

設
計
委
託
料

�

〔
７
５
０
万
円
〕

　
脳
神
経
外
科
に
つ
い
て

５
．

Ｑ

Ｑ
６
．
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一

般

質

問

　
　

町
内
の
避
難
路
は
階
段

が
多
く
、
高
齢
者
や
要
支
援

者
が
の
ぼ
り
づ
ら
い
が
、
今

後
避
難
路
を
整
備
す
る
際
や
、

現
存
の
避
難
路
を
ス
ロ
ー
プ

ス
ロ
ー
プ
に
す
る
と
高
台
ま

で
の
距
離
が
長
く
な
り
、
避

難
に
時
間
も
要
す
る
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る

が
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
も
含

め
検
討
し
た
い
。
既
存
の
施

設
に
設
置
す
る
の
は
、
敷
地

面
積
や
勾
配
、
構
造
的
な
問

題
か
ら
難
し
い
。
今
後
も
引

き
続
き
地
域
住
民
が
少
し
で

も
早
く
安
全
に
避
難
で
き
る

よ
う
、
ソ
フ
ト
面
と
併
せ
、

一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

台
風
や
豪
雨
の
折
に
通

行
止
め
に
な
る
国
道
55
号
等

の
基
幹
道
路
に
つ
い
て
、
移

動
式
の
排
水
ポ
ン
プ
を
町
で

配
備
で
き
な
い
の
か
。
町
で

難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
や

県
に
導
入
を
要
望
し
て
は
ど

う
か
。

答　

黒
木
建
設
防
災
課
長

　

国
及
び
県
に
国
道
55
号
を

は
じ
め
、
町
内
各
所
の
浸
水

被
害
の
軽
減
に
つ
い
て
要
望

し
、
排
水
ポ
ン
プ
車
に
つ
い

て
も
お
願
い
し
て
い
る
。
浸

問　

災
害
時
に
被
害
が
拡
大

す
る
要
因
に
火
災
が
あ
る
。

本
町
で
は
耐
震
化
に
伴
う
耐

震
改
修
支
援
事
業
で
分
電
盤

へ
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
補

助
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け

要
件
を
緩
和
し
て
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
普
及
を
進
め
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

答　

黒
木
建
設
防
災
課
長

　

住
宅
の
耐
震
化
が
で
き
て

い
な
い
と
地
震
に
よ
り
家
屋

が
倒
壊
し
、
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
が
作

動
し
な
い
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
耐
震

改
修
と
併
せ
て
設

置
す
る
と
、
よ
り

効
果
が
期
待
で
き

る
。
県
の
新
規
事

業
で
減
災
と
併
せ

て
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
を
設
置
す
る

場
合
に
補
助
す
る

制
度
も
創
設
さ
れ

た
。
活
用
に
向
け

て
、
本
町
の
補
助

要
件
と
併
せ
て
検

討
す
る
。

長
江
　
範
裕 

議
員

移動式の排水ポンプを
町で配備できないか

〈建設防災課長〉 ソフト面と併せ、
一体的に取り組んでいく

〈建設防災課長〉
国及び県に排水ポンプ車に
ついて要望している

〈建設防災課長〉
県の新規補助制度の活用を検討する

問

問

水
対
策
と
し
て
は
、
令
和
３

年
度
よ
り
大
里
川
の
浚
渫
も

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

国
道
冠
水
時
の
迂
回
路
と
な

る
町
道
の
冠
水
対
策
を
進
め

る
た
め
、
調
査
費
用
を
９
月

補
正
予
算
に
計
上
し
た
。
今

後
も
孤
立
状
態
の
解
消
に
向

け
て
、
国
、
県
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
道
路
の
冠
水
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

答

答 問

避難路をスロープにできないのか

宍喰正梶地区高台

に
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、

避
難
タ
ワ
ー
の
周
り
を
ス

ロ
ー
プ
化
で
き
な
い
の
か
。

　
　

黒
木
建
設
防
災
課
長

　

避
難
場
所
を
整
備
す
る
際

に
は
、
避
難
し
や
す
い
避
難

路
の
設
置
を
心
掛
け
て
い
る
。

感震ブレーカーを
普及する考えはないか
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17

一

般

質

問

　
　

私
の
６
月
議
会
の
質
問

で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
某
政

治
新
聞
購
読
料
及
び
広
告
料

に
つ
い
て
、
年
間
約
１
１
０
万

円
の
町
単
支
出
で
、
内
訳

は
、
海
南
病
院
27
万
５
千

円
、
ま
ぜ
の
お
か
49
万
５
千

円
、
海
陽
町
12
万
１
千
円
。

購
読
部
数
26
部
で
、
購
読
料

20
万
３
４
０
０
円
。

　

こ
れ
を
起
債
を
利
用
し
た

事
業
費
に
置
き
換
え
た
ら
、 

１
０
０
万
円
で
年
間
２
０ 

０
０
万
円
の
事
業
費
に
相
当

す
る
。
10
年
経
過
し
た
ら
事

業
費
が
２
億
円
に
も
な
る
。

そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
町
道
、
農

道
の
路
面
補
修
、
修
繕
工
事

に
活
用
で
き
る
。
政
治
新
聞

に
広
告
掲
載
を
し
て
も
宣
伝

効
果
は
な
い
と
考
え
る
。
町

益
の
た
め
に
は
是
正
を
し
た

方
が
よ
い
の
で
は
。

　

公
金
を
支
出
す
る
以
上
、

決
裁
を
す
る
時
は
、
決
裁
に

富
田
　
　
寛 

議
員

答弁は調査、庁内審議をした上で
発言してもらいたい

〈町長〉 書類がない中で発言したことは、申し訳なかった

本会議場

問

つ
い
て
の
内
容
を
認
識
し
、

承
諾
の
同
意
と
把
握
の
上
、

押
印
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

町
長
も
理
解
も
せ
ず
、
自
信

の
な
い
案
件
に
つ
い
て
は
押

印
等
決
裁
を
す
る
の
は
や
め

た
ら
良
い
と
考
え
る
。

　

私
が
決
裁
を
し
た
起
案
書
、

支
出
調
書
は
存
在
し
な
い
。

町
長
は
本
会
議
上
で
個
人
的

な
事
項
を
調
査
も
せ
ず
、
虚

偽
答
弁
を
し
た
。
私
に
対
す

る
人
間
性
、
品
位
を
傷
つ
け

る
発
言
は
、
私
を
侮
辱
し
た
。

根
拠
や
証
拠
も
な
く
、
本
会

議
で
傍
聴
者
多
数
の
中
で
答

弁
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

私
の
身
分
上
の
社
会
的
評
価

を
低
下
さ
せ
た
。
侮
辱
ま
た

は
名
誉
棄
損
に
抵
触
す
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　

三
浦
町
長

　

政
治
新
聞
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
な
結
論
と
し
て
は
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

決
裁
に
当
た
っ
て
は
、
町

の
方
針
や
法
令
に
合
致
し
て

い
る
か
、
そ
し
て
適
正
な
事

務
執
行
で
あ
る
か
な
ど
の
観

点
か
ら
決
裁
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
員
が
課
長
の
時

に
課
長
決
裁
印
を
押
し
た
と

い
う
よ
う
な
表
現
な
ど
、
当

時
の
書
類
が
残
っ
て
い
な
い

こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
中

で
発
言
を
し
た
こ
と
は
、
行

き
過
ぎ
た
発
言
で
あ
っ
た
と

認
識
し
、
そ
の
点
に
関
し
て

は
申
し
訳
な
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
の
答
弁
は

調
査
、
庁
内
審
議
を
し
た
上

で
対
処
し
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う

自
戒
し
、
答
弁
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答

富
田
議
員
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一

般

質

問

問　

令
和
４
年
12
月
の
広
報

に
て
、
ポ
ス
ト
海
部
川
風
流

マ
ラ
ソ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
を
募

集
し
て
い
た
が
、
新
た
な
ア

イ
デ
ア
は
い
く
つ
出
て
来
た

の
か
。

　
　

戎
谷
観
光
交
流
課
長

　

本
年
度
実
施
の
地
方
創
生

医
師
団
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

海
南
病
院
祭
り
に
つ
い
て

も
、
海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
代
わ
る
イ
ベ
ン
ト
の

位
置
付
け
で
あ
る
。
こ
の
他

に
提
案
さ
れ
た
数
は
21
案
で

あ
る
。

　
　

ラ
ン
ネ
ッ
ト
で
も
高
評

価
で
あ
っ
た
海
部
川
風
流
マ

ラ
ソ
ン
は
、
現
在
も
な
お
惜

し
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
イ
ベ
ン

ト
、
行
事
な
ど
も
復
活
し
て

い
る
が
、
４
年
間
と
い
う
ブ

ラ
ン
ク
が
あ
り
、
町
の
活
気

佐
川
　
富
美 

議
員

海部川風流マラソンの体形を変え、
復活はできないか

〈観光交流課長〉  にぎわいづくり推進会議で精査していく

答

答 に
欠
け
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
。復
活
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

今
ま
で
の
何
倍
も
の
気
力
が

必
要
で
あ
る
。
新
し
い
案
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
実
行
し
、

そ
れ
と
並
行
し
て
今
ま
で
人

気
が
あ
り
知
名
度
が
あ
っ
た

海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン
の
代

わ
り
に
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

10
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
も
参
加
で
き
る
３
キ

ロ
コ
ー
ス
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
の
か
。

　
　

戎
谷
観
光
交
流
課
長

　

議
員
の
提
案
も
、
こ
れ
ま

で
に
提
案
さ
れ
た
21
の
イ
ベ

ン
ト
案
と
合
わ
せ
、
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
推
進
会
議
で
精
査

し
て
い
く
。

　
　

マ
ラ
ソ
ン
は
安
定
し
た

人
気
が
あ
り
、
復
活
へ
の
声

が
あ
る
。
１
日
に
２
０
０
０

人
も
集
ま
る
海
陽
町
を
見
て

み
た
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
も
の
は
、

ど
の
競
技
に
し
て
も
、
元
気

が
も
ら
え
る
。
努
力
な
く
し

て
活
性
化
は
な
さ
れ
な
い
。

惜
し
ん
で
い
て
は
何
も
で
き

問問

問

最後に開催された海部川風流マラソン

な
い
。
何
事
に
し
て
も
定
着

さ
せ
、
長
く
続
け
る
こ
と
に

よ
り
、
知
名
度
も
ア
ッ
プ
す

る
。
21
案
出
て
き
て
い
る
よ

う
だ
が
、
マ
ラ
ソ
ン
も
そ
の

う
ち
の
一
つ
と
し
て
考
え
、

失
敗
を
恐
れ
ず
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
町
活
性
化
の

た
め
に
は
、
持
続
し
た
も
の

を
作
り
上
げ
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
が
。

　
　

三
浦
町
長

　

町
と
し
て
も
費
用
対
効
果

を
考
え
、
目
的
意
識
を
持
っ

た
中
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と

思
う
。

　

一
つ
の
目
的
で
は
な
く
い

ろ
い
ろ
な
目
的
に
つ
な
が
っ

て
い
く
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
れ
ば
と
思
う
。

答
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問　

旧
海
部
病
院
（
コ
ロ
ナ

病
棟
60
床
を
県
に
お
い
て
８

億
５
千
万
円
で
改
築
）
を
海

部
高
校
の
寮
で
な
く
、
老
朽

化
し
、
移
転
の
必
要
な
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
海
南
荘
に

活
用
す
れ
ば
良
い
と
思
う
が
。

答　

奥
原
行
革
政
策
課
長

　

旧
海
部
病
院
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
旧

海
部
病
院
利
活
用
検
討
協

議
会
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
は
県
及
び
牟
岐

町
を
中
心
に
委
員
が
構
成
さ

れ
、
本
町
と
美
波
町
は
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し

て
い
る
。
９
月
７
日
に
海
部

郡
３
町
の
町
長
・
議
長
・
海

部
郡
選
出
議
員
の
県
議
２
名

で
、
知
事
を
訪
問
し
海
部
高

校
の
寮
と
し
て
活
用
す
る
要

望
書
の
提
出
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
検

討
協
議
会
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

問　

新
聞
報
道
に
も
あ
っ
た

が
、
入
札
で
本
来
、
失
格
の

業
者
が
落
札
し
た
件
数
が
10

件
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
関

し
て
、
役
場
職
員
の
懲
戒
処

分
と
、再
発
防
止
を
求
め
る
。

答　

浦
川
総
務
課
長

　

今
回
の
事
案
に
当
た
り
、

当
該
職
員
の
行
為
の
原
因
や

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
と
、
国
や

他
の
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま

え
、
口
頭
注
意
と
し
た
。

　
　

横
副
町
長

　

今
後
こ
の
よ
う
な
事
態
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
法
令

遵
守
と
服
務
規
律
を
徹
底

し
、
職
員
一
同
、
気
を
引
き

締
め
て
業
務
に
取
り
組
む
。

　
　

三
浦
町
長

　

今
回
影
響
の
あ
っ
た
業
者

の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
た
。
ま
た
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
も
ご
心
配
を
お

掛
け
し
、
本
当
に
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。

一

般

質

問

木
内
　
正
和 

議
員

旧海部病院を特別養護老人
ホームにできないか

懲戒処分と
再発防止を求める

〈行革政策課長〉 検討協議会の動向を注視していく

〈副町長〉 法令遵守と
服務規律を徹底する

病児・病後児預かり業務開始式
（令和5年10月2日）

問

問

答

答

答

子育て支援策など、
改善すべきでは

〈子どもあゆみ保健課長〉 
町にしかできない取り組み
で、子育て施策を推進して
いく

　
　

子
育
て
支
援
施
策
な
ど
、

隣
町
（
東
洋
町
）
と
の
格
差
が

大
き
い
が
、
改
善
す
べ
き
で
あ

る
。
特
に
出
産
祝
い
金
、
第
一

子
20
万
円
、
第
二
子
30
万
円
、

第
三
子
以
降
50
万
円
。
保
育

料
助
成
、
第
一
子
か
ら
無
料
。

給
食
費
助
成
全
額
補
助
。
入

学
支
援
金
、
小
・
中
・
高
入
学

時
各
10
万
円
、
大
学
・
専
門

学
校
入
学
時
20
万
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
格
差
を
ど
う
思

う
か
。

　
　

大
崎
子
ど
も
あ
ゆ
み
保

健
課
長

　

本
町
に
お
い
て
は
、
出
産

祝
い
金
は
な
い
が
、
国
の
出

産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

10
万
円
に
、
町
独
自
の
上
乗

せ
と
し
て
、
１
歳
の
節
目
に

５
万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
三
子
以
降
で
中
学

卒
業
時
に
５
万
円
の
祝
い
金

を
支
給
し
て
い
る
。
子
育
て

世
帯
へ
の
直
接
的
な
給
付
金

や
補
助
金
と
い
っ
た
部
分
的

な
子
育
て
支
援
だ
け
で
な

く
、
町
に
し
か
で
き
な
い
取

り
組
み
で
子
育
て
施
策
を
さ

ら
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
少

子
化
対
策
な
ど
に
努
め
て
い

く
。

問

答 答
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・元気の秘訣は？

編
集
後
記

寒茶製造など体を動かすこと。

梅干しなど保存食づくり。

野菜作りなど農作業を
楽しんでいる。

　

日
本
の
諺（
こ
と
わ
ざ
）や
慣
用
句
の
中
に
は

「
三
」を
使
う
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。「
三
者
三

様
」「
三
位
一
体
」「
三
本
の
矢
」「
三
人
寄
れ
ば

文
殊
の
知
恵
」等
々
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
町
に
当

て
は
め
る
と
、
議
会
、
行
政
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
対
す
る
対
策
等
々
、
町
内
に
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
困

難
な
時
期
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、
三
者
が

英
知
を
結
集
し
て
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

（
長
江
）

主人との暮らしが楽しかった。

孫の結婚式でバリ島に行ったこと。

○ ツチトリモチ
町指定天然記念物。日本固有種で四国
と九州、紀伊半島に自生。徳島県では
絶滅危惧Ⅱ類。花期は11～12月。

山の中で暮らすのが一番。

長男の所と行ったり来たり
しながら、１人暮らしを
楽しんでいる。

・日常生活は？

・人生の思い出は？

自宅の庭にて（令和5年10月4日）


